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増田俊男渾身の書き下ろし「目からウロコの中東秘話」について  
 

トランプのエルサレムのイスラエル首都認定宣言は従来のイスラエル・パレスチナ二国間和平方

式の変更を意味する。 

本年 2月アブドラ（ヨルダン国王）・トランプ首脳会談（2月 2日）、直後（2月 15日）のトランプ・ネ

タニヤフ（イスラエル首相）首脳会談、トランプ中東訪問（5 月）、トランプ・サルマン皇太子（サウジ）

会談、トランプ・ネタニヤフ会談、サウジ、エジプトその他 6 か国のカタール（ハマス・モスリム同胞

団の資金源）断交（6 月）、河野外相とネタニヤフ、ヨルダン国王、アッバス（パレスチナ国大統領）

会談（9 月）、サルマン皇太子とヨルダン国王会談、アッバス対談（11 月）、トランプ大統領エルサ

レムのイスラエル首都認定宣言（12 月 6 日）、エルサレム首都認定撤回国連決議（12 月 21

日）、12月 24日から 29日河野外相中東訪問、アッバス大統領、ネタニヤフ首相、アブドラ国王

と会談。 

イスラエル・パレスチナ問題解決方式は（二国方式ではなく）エルサレム首都に基づくヨルダンに

よるヨルダン西岸併合方式に決定した！ 

河野外相、ネタニヤフ、アッバスは二国方式で努力すると決定した方式を曖昧にした。 

 

イスラエル・パレスチナ問題解決は「中東戦争の準備」の為であることまでは私にも分かっていた。 

中東戦争が何時になるかはおおよそわかっていたものの明確ではなかった。 

この戦争は誰がどんな仕掛けで起こすのかははっきりしていなかった。 

 

「日本経済の米」中東の原油、天然ガスはどうなる？ 

株価は、為替は、商品は一体どうなる？ 

すべて想像出来ることであった。 

 

＊実は昨夜トニー・シェーファー氏（中東 EX-US Spy）と長時間話し合った。 

氏はサダム・フセイン（前イラク大統領）を拘束、処刑に導いた中東担当の情報将校だった。 

現在は退役中であるが、国家機密厳守の義務があり、誰にも中東の話はしないことになっている

が、私が私の想像や想定の正誤を聞けば答えてくれる。 

セプテンバー・イレブンの真実については私の比ではない。（当事者だったのかも知れない） 

トランプ大統領でさえ想像していないことが起きるようだ。 

（ブッシュ大統領は 9/11 を事前に知らされていなかった） 

私がセプテンバー・イレブンを 3か月前から知っていたことを思い出して欲しい。 

「中東秘話」にはアメリカの国益と身の安全の為制限があるが、ぎりぎりのところまで私の想像とし

て述べるつもり。 

30日前になったら（9/11の時のように）はっきり「口頭」でお話しするつもり。 

 

時事評論家 増田俊男 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 

事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 
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郵便代引き（お受取の際に局員へ￥2,000お支払い下さい。）※代引き手数料等＝￥500 が単価に加算されます。
銀行振込（￥1,500 （送料込み） をお振込み下さい。）

●発送は、着金確認後に普通郵便にて発送いたします。
　お届けまでに 2～ 4営業日程かかります。
●お振込み後のキャンセルは出来ませんので予めご了承下さい。

【お振込先】みずほ銀行　池袋西口支店　当座　０１０６５４４　マスダユーエスリサーチジャパン （カ
※振り込み手数料はお客様負担となります。

※振り込み控えを持って領収書に代えさせていただきます。

マスダ U.S. リサーチジャパン株式会社
info@chokugen.com

【発送開始は 1 月中旬予定】
但し、 印刷 ・配送の都合により前後
することがございますので予めご了承下さい。

フリガナ

お名前 振込名義
※銀行振り込みの場合のみ。カタカナでご記入下さい。

お申込み冊数 冊

〒

住所 （会社 ・自宅）

会社名

TEL FAX

※内容は予告無く変更される場合がございますので予めご了承下さい。

「目からウロコの中東秘話」

どちらか必ずお選び下さい。

銀行振込み \1,500
郵便代引き \2,000

（送料 ・税込）

代引き手数料 ・
送料 ・税込（ ）特別価格！

驚くべき情報入手！
イスラエルとパレスチナの二国共存型和平合意がトランプのエルサレムのイスラエル首都認定宣
言で絶望になったが、 実はトランプ （米大統領） 娘婿クシュナー補佐官やサルマン皇太子 （サ
ウジ） のタイムリーな根回しで、 ヨルダン西岸をヨルダンが併合する新方式で合意に達すること
になった。 アブドラ （ヨルダン国王） の決断が鍵であったが、 学友河野太郎 （外務大臣） が
提案したきめ細かいパレスチナ難民の自立支援計画が効を奏し、 イスラエル、 パレスチナ国、
ヨルダン王国の詰めの段階になった。
不可能と思われた中東最大の問題解決に日本が貢献出来たことは誇らしいことである。
「平和は戦争の準備でしかない」 と言うように、 パレスチナ・イスラエル地域の和平は次なる 「中
東戦争」 の準備である。
昨夜驚くべき情報を得た！中東戦争とは何か、 何時、 何処で何が起きるのか。
そしてこの戦争にどれだけの国が巻き込まれ、 何時まで続くのか。
この戦争を知らなくては、 株も、 為替も、 商品も、 何も語れない。
今まで感じたことのない重い、 重い責任のようなものを感じている。

増田俊男の渾身書き下ろし

* 出来るだけ多くの皆様に読んでいただく為、私からの新春プレゼントとして特別価格になっています。


